
（別紙３）

～ 2024年12月30日

（対象者数） 24 （回答者数） 20

～ 2024年12月30日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・視覚カードの内容を見直し、必要な物は追加し

ていく。

2

・利用者様が全員STを受けられるように調整を継

続する。

・職員の勉強会への参加を積極的に行い、共通の

支援を提供していく。

3

・今後も定期的な開催を行い、保護者様が参加し

やすい内容を検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員の増加。

2

3

○事業所名 ポラリスひろば人見教室

○保護者評価実施期間
2024年11月11日

○保護者評価有効回答数

2024年11月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人員配置は満たしているが、現職員数では

個別対応が難しい時もある。

職員の急遽の休みがあると対応が難しい。

スケジュールが決まっており、視覚化されているこ

と。

・スケジュールが分かりやすく掲示されている。個

別に必要な場合には個別スケジュールの対応をして

いる。

・職員全員が視覚カードを常備し、支援を行ってい

る。

専門職（言語聴覚士）より専門的な支援が受けられ

ること。

・各家庭よりSTの希望を承り、日程調整してい

る。希望の無い場合には枠が空いていれば利用の促

しを行っている。

・言語聴覚士を交えたカンファレンスや勉強会を開

催している。

専門職（言語聴覚士）を交えた茶話会を開催してい

る。

・保護者様同士交流しやすいよう環境を整えてい

る。

事業所における自己評価総括表公表


